































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年号 下田（匁） 中畑（匁） 下畑（匁） 屋敷（匁） 新畑（匁）
明暦2（1656）
明暦3（1657）
万治元（1658）
万治2（1659）
万治3（1660）
寛文9(1669)
寛文10（1670）
寛文11(1671)
寛文12（1672）
延宝元(1673)
延宝2（1674）
延宝3（1675）
6.117
7.350
6.336
6.400
5.122
5.162
4.632
4.564
4.754
4.400
4.490
4.959
6.708
7.739
6.969
7.037
5.185
5.674
5.905
5.020
5.230
4.857
4.904
5.454
5.505
6.332
5.702
5.758
4.243
4.604
4.169
4.107
4.279
3.973
4.043
4.463
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
6.447
405
979
????????????
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性四・五人所々江牢人仕候事、
右之趣、有様二御聞わけ候て可被下候、
(元和六年）
申ノ
九月十四日
粟代村
久三郎
五郎助
中川勘助様御内
〔姓〕
御小生衆様
御披露
b乍恐申上事
一、粟城村久三郎六年以前二惣百性引そゑ、我等所二出入有之様二申かけ候所二彦坂九
兵衛様御手代山田理右衛門殿方古戸村源助・月村新左衛門と申者二被仰付勘定致候ヘハ、
少も出入無之候、其後者御免状彼久三郎二渡シ、年々のわりを仕らセ候事、
一、久三郎津具村へ立のき申様子ハ、我等おい出し不申、只今二も罷帰候ハ、、御公方
之よセい又ハ地下之よセいにて御座候間、返し申度事、
一、彼久三郎を我等打ころし候ハんとの様子御前へ申上候由（以下、欠損）
この争論は、年貢勘定をめぐって、庄屋新兵衛と粟代村中＝惣百姓との間に発生した初期村
方騒動である19)｡aは粟代村中の訴状、bはそれに対する庄屋の返答書である。
百姓側の主張は、年貢賦課における庄屋の非違＝窓意的年貢勘定の糾弾である。すなわち、
①耕地1筋（＝1枚のことか）あたりの年貢取銀率の不公平、②小百姓側の過重負担、③その
結果としての小百姓の離村現象、以上である。小百姓側は、庄屋新兵衛に対して「御本帳を以
御取候て給候へ｣＝検地帳による年貢勘定を要求する。これに対し、庄屋新兵衛の反論は、①
隣村百姓の確認による公平な年貢勘定、②年貢免状の公開と小百姓主導による年貢勘定、③逃
散百姓の帰村容認・奨励、以上である。当然双方の主張はまったく相違している。小百姓側の
主張では、庄屋が田地1筋あたり銀55匁5分7厘であるのに対し、小百姓は1筋あたり40～
50匁と不利な相場を強要されていると非難している。残念ながら元和6年の銀相場がどれほ
どだったのか不明だが、表6では元和4年の相場が64匁だから、いずれにしても小百姓には
厳しい取銀率である。しかしここで年貢賦課方法に注目してみれば、村内においても単位耕地
当たりに取銀率が決定される点に特徴がある。しかもそれは検地帳を使用しないのである。
それでは、なぜ反別なのか、そして石高は機能するのかしないのか、次章ではそれを考察す
ることにしたい。
｛???????
?
｛?????
幕藩前期において、しばしば散見される史料に「村指出」がある20)｡この「村指出」とは、
村高・耕地別面積・諸引・本年貢・小物成等々の村落概況を、村方が詳細に書き上げたもので
19）三河国の初期村方騒動の特質については、前掲註（4）並木論文、および小高昭一「村請制村落の形成と
村方騒動一三河山間部を事例にして－」（『駒沢史学」第34号、1986年）参照。
20）椿田卓士「近世前期『指出」について－相模国を中心として－」（｢湘南史学」第7．8合併号、1986年）
参照。
－16－
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幕藩前期三河国における年貢収取の史料学的考察（山本）
ある。「村指出」が作成されるのは、おもに支配替あるいは代官替の際の事前調査のためで、
そのほか国絵図・郷帳徴収の時にも作成されている。粟代村にはこの「村指出」が何通か残存
している。このうち、最も古いのは慶長8年のものである。
東三河三方領之内粟代村御指出之事
一、八貫三百文公田高辻
此内三貫百文散田
此内壱貫八百文あれ
一、村代物四俵ひゑ大升壱斗弐升俵
此外御なわ
一、弐百五十石二升高辻
此内三拾七石八升三合あれ
此内九十四石四合かり山
残而
百十八石九斗三升三合有高
（マ、）
右とおり、少も高辻浮所務隠置候之由訴人御座候ハ、、御如法度可被仰付候、価如件、
慶長八年卯九月廿八日
粟代
新兵衛（印）
（鳥山精俊）
洞意様
参
注意したいのは、冒頭に記載される公田・散田の貫高表示である。三河国設楽郡一帯では、
天正18年に太閤検地が施行され、石高制が展開する。その際確定した村高が後段に記載され
たものである。この貫高と石高の換算比率は不明で、とくに対応関係はうかがえず、機械的に
換算された数値ではない。また反別との関係も不明である。しかし何らかの基準値として現実
に機能しただろうということは、この公田・散田記載が、慶長10年(1605)、元和5年(1619)、
寛永6年(1629)のそれぞれの「村指出」に書かれていることからも推測できる。さて、ここ
で石高の機能をさらに考えてみよう。
（池田輝政）〔勺〕
一、粟代村之事、三左衛門殿御代ハかり山過分二候て、かいと畠百拾三石七升五合四尺ノ
高以諸役仕候、
一、森右馬之助殿御代官之時者、物成ノ高以諸役仕候、
一、伊賀殿・洞意之御代官ノ時、平兵衛殿・伝右衛門殿御両所以書物を高弐百石之諸役
仕候、今ハ九兵衛殿様御代二罷成、山河之高共二被仰付候之間、御手代久左衛門殿頼入
申上候へ者、本成二なり共、又ハ御さおにて成共、如前々可被仰付之由、御意被成候与
久左衛門殿被仰候、イ乃待申候得共、又兵部殿二渡り申候、折々此段之儀申上候ヘハ、御
訴訟被成候間、何共－－～百性共魂気仕候間、九兵衛殿様へ此由御訴訟被成候而可被下候、
奉葱申候、此うへ何与成共、百姓罷成候様二御申奉愚申候、価如件、
二 月二日新兵衛判
この史料の作成年代は、「今ハ九兵衛殿様御代二罷成」との表現から彦坂九兵衛光正の支配
期間のものである。さらに限定すれば、「又兵部殿二渡り申候」の表記により彦坂光正の手代
－17－
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須田兵部の在任期間、すなわち慶長13年（1608）頃のものであるo訴状の趣旨は「諸役」の
賦課基準となる石高の高低である。池田輝政支配期間（天正18～慶長5年）には、かいと畠
高，13石余、つづく森右馬助時代（慶長6～7年）は物成高、菅沼伊賀守三照・烏山洞意精俊
時代（慶長8～10年）は高200石が「諸役」賦課基準高であった。ところが、彦坂光正（慶長
,0年以降）になると、具体的ではないが「山河之高」を含んだ高に引き上げられたのであろ
う。ここでいう「諸役」とは単に年貢諸役のことなのか、いわゆる夫役のことなのか不明である。
しかし、年貢賦課基準としては石高が使用されないことを考えると、おそらく後者のことだろう。
さて訴状によると、村方では諸役負担の基準として、「本成二なり共、又ハ御さおにて成共、
如前々可被仰付」ことを要求している。「本成」とは本途物成＝年貢高であり、「御さお」とは
検地高のことだろう。いずれにしても、石高が「諸役」負担の基準であったのである。
そして、さらに問題を複雑にしているのは、粟代村では永高が採用された期間もあったこと
である。
辰之年免相定下札
高七拾六石五斗六升〔弐合脱〕 設楽郡粟代之内
一、永拾五貫三百拾弐文新五右衛門分
内六百三拾壱文永川成
残拾四貢六百八拾壱文
此取銀四百四拾目
高弐石壱斗壱升五合
一、永四百弐拾三文同所新田
此取銀七匁
取銀合四百四拾七匁
右之通、当辰之御成ケ相究候、惣百性立合此免状を見、無損得様二念を入割いたし、極月
十日以前二急度皆済可仕者也、
寛文四年辰十一月十五日鈴木八右（印）
新五右衛門分
庄屋
百姓中
見てわかるように、一つ書の肩書の部分に石高が記されていて、完全なものではないが、永
高を中心にした書式である。換算比率は永1貫につき5石替になっている。また永高表示は、
寛文4年（1664）から幕領再検地が施行される前年の延宝5年まで’4年間続いている。永高
制は、隣国の遠江国周智郡山間部で当該時期に広く採用されていた21)oなぜ永高がこの時期
に三河国設楽郡の山間部で採用されたのか、その理由はよくわからない。だが貫高・石高・永
高が時期により併用されるという複雑な形態は、銀納基準に基づく金納年貢制度と同様、三河
国が東西の交流．分岐点に位置することのあらわれである。ともかく永高制のおこなわれた地
域が、遠江国、武蔵国、相模国、上野国のほかに、三河国設楽郡においても存在したことが確
認できたのである22)o
21）
2）
前掲註（13）佐藤著書参照。
武蔵・相模・上野国の永高制については、佐藤孝之「上州近世史研究に関する二、三の問題一初期の「領」
及び永高制に関連して－」（｢地方史研究」第190号、1984年)、川鍋定男「近世初期関東における検地と
徴租法」（｢神奈川県史研究』第42号、1980年)、和泉清司「近世初期関東における永高制について（上）。
－18－
一幕藩前期三河国における年貢収取の史料学的考察（山本）
むすびにかえて
以上、慶長初年から延宝期までの17世紀における年貢割付状・年貢皆済目録の成立過程に
注目し、書式の検討、年貢収取と石高制・幣制の確立をめぐる基礎的考察を試みてきた。ここ
で再び論証事実を繰り返すことはしないが、簡単にいうと、三河国の地域的特質とは、東西の
分岐点に位置する地理的条件に規定されるという点にある。この地理的条件が、その政治的・
経済的条件とあいまって、その時期に相応する特性を形成・変容させるのである。
しかし、この地理的特質の把握については、なお残された課題が少なくない。たとえば、山
間村落における米穀のもつ意味、その流通・循環過程の実態分析、金銀の補助貨幣であり、か
つ実質的な流通手段である銭貨の動向、そして18世紀以降の具体的態様についてはふれるこ
とができなかった。こうした点については、今後の課題としておきたい。
【付記】本槁は、1985年ll月11～12日にかけて実施した金田新五右衛門家調査の成果に基づ
くものです。調査当日は、ちょうどイノコの日にあたり、ご当主の新五右衛門氏をはじめ、ご
家族の方々から、自家製の煎茶・ぼた餅・味噌汁を振る舞っていただきながら調査をおこなう
ことができました。とはいえ今日まで成果の公表が遅れましたことをお詫び申し上げます。
また調査にあたっては、小高昭一・出口宏幸の両氏にご教示を賜りました。記して感謝申し
上げます。
(下)」（｢埼玉地方史」第10･11号、1981年)、神立孝一『近世村落の経済構造」第2章（吉川弘文館、
2003年)。初出は同「関東『畑永」の成立について－武蔵国多摩郡大沢村を中心にして－」（｢創価経済論
集』第13巻第4号、1984年)、同「関東『畑永」の変遷について－武蔵国多摩郡大沢村の場合一」（『同前」
第14巻第2号、1984年）の諸論文参照。ちなみに三河国では、八名郡も永高であるという（｢地方凡例録」
上巻35頁)。他に設楽郡嵩山村・大野町村・細川村・池場村、八名郡井代村でも永高が確認できる（｢鳳来
町内江戸時代の年貢｣、鳳来町古文書教室、1986年)。なお井代村の年貢割付状では、寛文4～宝永5年
(1664～1708)まで永高が使用されている。
－19－
